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野田村の復興に関する（中学生・高校生）アンケート調査結果 

 

 

  

各学校の教師の皆様、各ご家庭の皆様、そしてアンケートに協力いただいた生徒の皆様に感謝

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

  回収率：97.4% ｛生徒数 309 名中、301 名回答 （男 169 名、女 132 名）｝     

 

１ 調査対象及び回答数 

中学生 野田中学校 生徒数 133名 回答数 132名 (男 79名、女 53名) 

高校生 久慈高等学校 

〃 長内校 

久慈東高等学校 

久慈工業高等学校 

同 67名 

同  5名 

同 50名 

同 54名 

同   62名 

同    5名 

同    49名 

同      53名 

(男 35名、女 27名) 

(男 3名、女 2名) 

(男 17名、女 32名) 

(男 35名、女 18名) 

 （高校生 計）  計 176名 計   169名 （男 90名、女 79名） 

学年別 （回答者）  １学年   ２学年    ３学年 

中学生 36名 46名 50名 

高校生 42名 60名 67名 

 注:高校生の調査対象者は、野田中学校卒業生としました。 

 

２ 実施時期   平成 23年６月下旬 

 

３ 配布回収方法 

各学校の先生から生徒に配布し、回収する方法としました。  

 

                 

   

                                中・高 

             学校別                     男女別 

内 訳                     比 率 

 

 

 

            

東日本大震災の大津波からの復興計画を策定するにあたり、本村の中学生・出身高校生に

アンケートをお願いしました。 

若い人たちが、今回の震災をどのように感じ、どのような体験をし、村の今後についてど

のような思いを抱いているのか、その一端を知ることができました。 

これからの時代を担う若い世代の貴重な意見を復興計画に取り入れ、本村の一日も早い復

興とさらなる発展を目指した取り組みをいたします。ご協力ありがとうございました。 

平成 23 年７月 野田村長 小 田 祐 士 
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【設問ごとの調査結果】 

 

 

       避難した 210 名 

                 避難しない 91 名 

 

 

 

 

 

○ 避難「した」、「しない」の回答比は、男女でほぼ同様の比率となっています。避難「しない」

高校生の割合が高くなっています。 

 

 

本設問は、自由意見を求めたものです。集計上いくつかに分類して集計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 寒い、電気が無い、食べ物、情報の途絶など過酷な状況が表れています。 

 

 

本設問は、自由意見を求めたものです。集計上いくつかに分類して集計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地震・津波に対する不安が顕著に表れた結果となっています。防潮堤が無いことに対する

不安も高いものとなっています。また、お金が無い、三鉄の朝夕増便、のんちゃんネットに

関する意見が続いて多くなっています。 

設問内容  震災発生時に避難しましたか？ した・しない 

設問内容  避難「した」人に聞きます。避難する時、避難してから困った事はありますか？ 

設問内容  今、生活していて、不安なこと、困っていることはありますか？ 
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本設問は、自由意見を求めたものである。集計上いくつかに分類して集計しました。 

○ 「以前と同じような村」を望む意見が一番多く、続いて「前より明るく活気のある村」、「笑

顔あふれる、元気・活気がある村」を望む意見が続いています。 

○ 「防災対策をし、安心できる村」、「津波が来ても安全な村」、「不安なく安心して暮らせる

村」と、防災や津波対策を望む意見があります。 

○ 「店・商業」や「産業・漁業を盛んに」といった復興を望む意見や、「祭り・イベント」

に対する意見があります。 

 

 

本設問は、自由意見を求めたものです。集計上いくつかに分類して集計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 村に望んでいることをまとめると次のようになります。 

復興に関する意見：復興を早く、防潮堤の復旧を望む、防波堤の強化で計 82 

高台への住家の移転（海沿いに住まない）、防災・災害対策の強化で計 30 

元気・活気がある、明るく・笑顔がある、安心して暮らせる、協力し合うで計 47 

イベント・祭りの実施 33、街灯が暗い・増設で 9、三鉄の復旧と朝夕の増便で 8、などと

なっています。 

設問内容  将来、野田村は、どんな村になればいいと思いますか？ 

設問内容  村に望むことは何ですか？ 
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本設問は、自由意見を求めたものです。集計上いくつかに分類して集計しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 将来を担う世代の力強さを感じるとともに、大震災を体験した中・高生の仕事に対する思

いが伝わってくるものとなっています。なお、「具体の仕事」については、一覧にしていま

す。 

○ その他の回答も、人の役に立つ仕事や、人に喜ばれる、人と関わりのある仕事、地元と関

わりのある仕事など、中・高生の仕事に対する真摯な姿勢が現われたものになっています。 

 

将来どんな仕事につきたいですかという設問に対して回答があった「具体の仕事」一覧 

印刷関係 イラストレーター 地方公務員できるだけ県内で働けるよう 

保育士 プロ野球選手。 菓子屋関係 

製本関係 球場の整備士 パソコンなどを使う仕事 

被災地の復興を手助けできる仕事 子供たちと触れあえるような仕事 ウェディング系の仕事 

調理師 動物関係 ショップ店員 

情報関係 自営業かガンプラを作る仕事 お菓子を作る 

情報通信エンジニアリング 公務員 野球選手 

IT関係の仕事 テレビに出る仕事 車関係 

製造関係の仕事 お花関係 介護など人を支えるような仕事がしたい 

デザイナー 看護士。看護士になってこういう災害の時などに人々の命を救いたい どっかの店員 

製造業 クリエイター何か創る仕事 クリエーター 

接客業 公務員 サービス業 

車関係 農家 漁業 

復興にたずさえる仕事 パン屋 運動関係 

車関係 調理師、栄養士 工業系やスポーツ関係 

自動車の整造関係 声優、歌手、人の役にたてる仕事 機械に関する仕事 

服飾系 プロ野球選手。 スポーツ関係の仕事 

介護士 看護師 コンピューター関連のできるだけ安定した仕事 

野球系 医療系の仕事 建築関係の仕事 

設問内容  将来、どんな仕事につきたいですか？ 
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魚をとる仕事 コンピューターを使う仕事 福祉に関わる仕事をしたいです 

通訳さん 野田村の復興に携わる仕事 村や他の被災地の環境の保全 

農業（果物系） プログラマー等のＰＣを使った仕事 ＲＯＭチューニングをするエンジニアリング 

自動車整備士 食品系か工業系 事務職 

理美容関係の仕事、今はメークアップアーチストになりたい 公務員 販売系 

サービス業 消防士 医療系の仕事 

看護士 福祉関係の仕事 接客 

シナリオライター又は原画さん 美容系 ホテルでの接客 

消防士になり、人の為になりたい 広報関係、出版関係 舟に乗る（漁船か商船かその他かまだわからない） 

会社員 警察官 医療に関わる仕事 

ホテルの社員 工業関係 みんなが幸せになれるようなお菓子を作るパティシエです 

医者か薬剤師かミュージシャン、何にせよ野田村の役に立つ、村を知ってもらえれば 公務員 介護職 

コンピューター関係の仕事 野田村役場の職員 調理師 

公務員 医療系の仕事について自分の知識と技術を生かせる仕事 保育士 

工学関係 この震災がきっかけで消防士になろうと思っています 商品を販売する仕事 

道路関係 調理師 事務系の仕事につきたいです 

機械技師 販売業か事務関係に就職したいです 介護に関する仕事 

看護師 事務関係とか 調理関係の仕事へ就き、野田村の人達を笑顔にできるような仕事がしたいです 

医療系の仕事（リハビリ系） 事務系 販売 

看護もしくは介護の仕事をしたいと思っている 海に関わる仕事 海洋系 

看護師 事務 生物関係、漁師 

勉強の楽しさとか自分が住む土地が好きになれるようなことを子供に教える仕事 調理関係 料理関係 

事務系 バンドマン 役場のような地域に関する仕事 

教員 介護関係 看護師 

役場に勤めたい 村役場 心理カウンセラーのようなもの 

接客業  

 

 

 

○ 中学生を中心に３０数点のイラストがありました。 

海 ハイブリッドな村（活気がありまっせ） 

すごしやすい村(ＲＣ中層) 無題（国道から役場間：緑地） 

花と笑顔と海の街 無題（海、街、野田中グランド） 

安心できる街づくり 太陽 

しっかりとした防波堤 野田村へようこそ!! 

（鳥居が真ん中にある絵） 未来が楽しみな村 

① ①に防波堤を建てます②防波堤の中に養殖のものをつくります③防波堤に開閉の扉をつけそこから船の出

入りをさせます、津波が来ても船、養殖場の被害は少ないです。 

 

設問内容  野田村の未来の姿（イラスト） 
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参考資料 （分析集計） 

 

設問内容  避難「した」人に聞きます。避難する時、避難してから困った事はありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中・高生別、男女別に集計しました。震災の直後は、雪が舞ったり、外で我慢していたり、

過酷な寒い状態で、かつ、ライフラインが遮断、破壊されており、中・高生ともに未曾有の、

不自由なつらい体験をしたことが分かります。 

 

 

設問内容  今、生活していて、不安なこと、困っていることはありますか？ 

○ 中・高生別に集計し     

ました。地震、津波に

対する中学生の不安

が大きくなっていま

す。特徴的なのが、の

んちゃんネットの復

旧、高校生の朝夕の鉄

道増便の意見が多く

なっています。 

 

○ 男女別に集計しまし    

た。防潮堤がないこと   

に対する不安が女子の  

方が大きくなっていま  

す。 

 

 

 

 

 

 

地震・津波・防潮堤に関する不安が大きい 

のんちゃんネットの復旧を待っている。 

高校生の通学の足 
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設問内容  将来、野田村は、どんな村になればいいと思いますか？ 

○ 避難した・しないに分けて集計しました。避難した生徒ほど、「明るく」「活気」「元気」「笑

顔あふれる」村を望んでいます。また、防災対策、津波に強い村、店・商業を盛んにしたい、

苦難を乗り越え、生まれ変わった村など、前向きな意見が多くあります。 

  また、「以前のよ 

うに」「前のように」

という、従来から抱い

ている村のイメージ

を「明るい・笑顔あふ

れる、活気ある、自然

豊か、穏やか、平和な」

といった表現がされ

ており、生徒たちの村

に対する思いが表れ

ています。 

 

○ 中・高生別に集計

しました。中学生が笑

顔あふれる、元気・活

気のある村で、高校生

が以前と同じような

村が多くなっていま

す。傾向として、防

災・安心、店・商業、

産業、生まれ変わった

村など、全体としてポ

ジティブなものが多

くあります。 

 

 

○ 男女別に集計をし

ました。男女で大きな

差は見られない結果

となっています。 
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設問内容  村に望むことは何ですか？ 

○ 避難した・しな

いに分けて集計し

ました。避難した

人が防潮堤や商業

等の復旧・復興を

多く望み、祭り、

イベントの開催、

防災・災害対策の

強化などを望んで

いることが分かり

ます。 

 

○ 中・高生別に集

計しました。高校

生が復興、中学生

がイベントに関し

てそれぞれ多くな

っています。 

 

 

 

 

 

○ 男女別に集計

しました。男子が

復旧・復興を早く

が多くなっていま

すが、その他、大

きな違いは見られ

ない結果となって

います。 

 

 

 

 

 

 


